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県下の燦相は南東部にあっては比較的よく調査されて
いるが、特に西部県境地帯にはその交通不便、更に附近
に同好者の少ない事等が原因して、広大な地域が殆んど
未調査のままれ残されているが、神戸大学姫路分校生物
研究会の採鳥会が昨1959年瑠璃寺で催されたのを機会に
我々二名は附近で採集を行い、若干の新知見を得たの
で、ここに報告し、今後の調査の布石としたい。
コース: 6月13日、姫新線佐用駅 ( パス) -_t石井

一水根一海内一瑠溜寺
14日、瑠璃寺一海内一水根一青木一上石井
上石井、青木の辺りには相当樹高のおる Q l1ercus の
林があり、ここには或る種のジジミチヨワ lThecla) 類
を産するが、傾斜が急で採集は困難をきわめ、不十分な
調査しか行い得なかったが、下記のように注目すべきも
のを得ることができ、今後に期待を持たせる地である O

しかし植物相は単調で、蝶相も豊かではなく、他にはキ
マダラヒカグ、ヒメキマダラセセリ等普通種しかいな
L、。
水根ー海内問では Quercus の背丈がいずれも低く、
ミズイロオナガνジミを得たのみで、他の Zephyrus
( =  Thecla) はまず産しないものと思われた。しかし
道傍にはメスグロヒョワモシが多く。またテシグテヨ
ワも多数見られた{ 也、最近いろいろ取沙汰されている
Pieris sp. ( ヱゾスジグロチヨワ本州主主種といわれてい
るもの) のloを得ている。
海内 閣璃寺間は蝶相が極めて単調で、僅かワラギ y

ヒョウモシが路上を飛び交うに過ぎない。しかしこの間
瑠璃寺近くにある峠( 約500m) の尾根附近には Quer-
cus 林があり、 Zephyrus の発生の可能性がある。
以下注目すべき種二・三について述べる。
ウスイロヒヨワモy モドキ

Melitaea diamina regama F且UHSTORFER
佐用郡南光町三河村 (380m)

1959-6-13 1古 C oJ. &  poss. T. N  
佐用郡佐用町水根 (300m)

1959-6-14 1♀ C oJ. &  poss. T. N  
海外では中国北部、朝鮮等東アジア北部に分布する本
穫は国内では中国山脈特産種として、その特異な分布で
知られている。兵庫県では従来養父郡・朝来郡・神崎郡

- 宍粟郡等の主として 500m以上の高原から記録されて
ころが 1昨年佐用郡久崎の標高僅か 200m程度の所かか
いた。とら 1♀が記録され、我々を驚かせたものであ
る。更に今回筆者等は上記二例を記録、従来の標高の草原
にのみ分布するものと思われていた概念は全く失れ、低
山地帯にも広く分布しているらしい事が推察される。本
穫の多産地はいずれも、その食草オミナエν、オトゴエ
ν (カノコヅク科) の繁茂した草原であるが、今回記録
した場所は林間の空地に過ぎないような所で、こんな環
境ならばどこにでもあるので、今後は播但線以西の各地
から新産地が見つかるであろう。出現期は低地帯にあっ
ては 6月中旬と思われ、山地でも 6月下匂で 7月に入れ
ば苫は既に汚損する。
ウスイロオナガ V ジミ Antgiius butleri FENTON 
佐用郡佐用町青木 (280m)
1959-6-14 1  o  1♀ C oJ. &  phss. T.N， 1♀ 1. 1  

県下では佐用郡久崎町に比較的多産する他は宍粟及び
養父郡氷ノ山から知られるにすぎず、氷ノ山に至つては
20余年前 1頭が得られたのみで以後今日に至るまで採集
されていない。今回記録した青木は久崎と比べればカν
ワ( ナラガるノワ? ) の数が極めて少なく、当然の結果と
して、それを食橋としている本種を含む下記 Zephyrts
の一族の数は少ない。
ヒロオピミドリ1 . / ジミ

Favonius latifasciatusSHl ROZU et HAYASHI 
佐用郡佐用町青木 (280m)

1959ーか14 2古 o C oJ. &  poss. T. N  &  I. 1  
最近新種として発表されたもので、日本では西日本の
低山地に限り極めて局地的に分布するととが知られてい
る。県下でも、佐用町の一部に多産地がある他は、川西
市竿部から小泉一志氏が記録した 1古が知られるのみで
ある。本種の裏面白帯は著しく個体変異があるらしく、
今回得たものも、中谷採集のものは外縁の薄褐色の陰影
が完全に消失し、従って白帯は銀白色の地色にとけとん
で極めて巾広く感じられる。岩村採集のものは陰影がく
っきりと現われている。まだ発生の初期と思われ、うま
く最盛期をつかんで調査すれば、かなり産するのではな
いかと恩われる。
ウラジロミド 9 1./ジミ

Favanius sphirinus STAUDINGER 
佐用郡南光町三河村 (450m)

1959-6-14 1♀ C ol. &  poss. T. N  
( 以下60ページへ)
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ジュ 鋸歯低く、がく歯は鋭頭、 ll- X、【京〉向島、
嵐山、愛宕山、比叡山、北白川、君尾山、仁兵〕篠山、
山本、六甲山、〈大〉私市、〈滋〕田上山、 E奈〕高見山、
仁和〕和歌山。北→台、朝、溝、支。仁牧野図鑑497図、
北村原色合弁417)
453. Perilla frutescens (L.) Britt. エゴマがくは
果時 l c mに達し、分果は径約2 m m、百一玄、 E奈〉多
武峯、 C兵〕宝塚、 E大〕私市。東南アジア原産婦化。
f牧野図鑑499図〕
var. citriodora (Makino) Ohwi レモンエゴマが
くは果時6 - 7 m m、分果は径1 .2 -1.5:nm 、仁京〉上賀
茂、ポシポY 山、嵐山、貴船、〔滋〕伊吹村、 E奈〕春日
山、〔兵〕鮎原村、( 和〕北富田村。本→九。 C北村原色
合弁423)
var. hirtella (Nakai) Makino トラノオジソ葉面
長毛あり、花穂長し、 f和〕友ヶ島。稀。本、四、中。
454. 主旦担la reptans Maxim. スズコウジュ地下
茎は塊状にふくらむ、酒一豆、 仁三〕外宮、朝熊山、
〔和〕大雲取山、秋津川村、那智、近野村。本( 愛知県
以西) →九、琉。〈牧野図鑑494図、北村原色合弁399)
455. Prunella vulgaris L. subsp. asiatica (Nakai) 
Hara ウツボグサ官官、【京〕愛宕山、大原、八
木、〔滋〕多賀町、比良山、【兵〕六甲山、鎧岳、〔奈〕室
生、【三〕木本。北→台、東亜、主/ ベヲア。 C牧野図鑑
529図、北村原色合弁449)
456. Salvia glabrescens (Fr. et Sav.) Makino ア
キギリ 花は紅紫色、羽- X、仁京〕大悲山、芦生、大
河原村、大江町、五十河村、 Citi)三国山、飯道寺山、
城山国有林、西庄村、〔奈〕滝門村、玉置山、洞JII、
〔大〕金剛山、〔三〕霊山、阿波村。本( 中部近畿) 。
〔北村原色合弁409)
457. S. isensis Nakai シマジタムラソウ 葉は厚く
葉柄及び茎に開出毛多し、w : 一環、〔三〕朝熊山 (Ty-
pe)、萱島。蛇紋岩地に生える。本( 静岡県三重県) 。
〔北村原色合弁414)

毛輸は基部近くにある o VI一豆、 ( 京〕比叡山、山中
越、嵐山、大文字山、愛宕山、小野郷、山国村、西別
院、下山、甘南備山、【滋〕途中、彦線、多羅尾村、日
本コパ、〔兵〕雪彦山、石ノ宝殿、三室山、船越山、医
王山、姫路、有年、古市村、猪鼻谷、仁奈〉春日山、玉
置山、笠捨山、金岡IJ山、高野山、字賀志村、〈和〕湯ノ
峯、〔三〉須賀利村、朝熊山、湯ノ山、野登山。本→
台、朝、支o C牧野図鑑513図、北村原色合弁413)
459. S. lutescens Koidz. ウスギナツノタムラソウ
花は淡黄色、百-VI、仁三) 御在所山(Type)、上津村、
野登山、深山国有林、鈴鹿峠、〔滋〕大原村、綿向山。
稀。特産。
var. crenata (Makino) Murata ミヤマタムラソウ
花は淡藍紫色、【京〉半国山o 27) 本( 近畿以北) 。
var. intermedia (Makino) Murata ナツノタムラ
ンウ花は濃紫色、【京〉比叡山、大原、貴船、鷹ケ
峯、〔滋〉途中、伊吹山、仁大〉永沢寺、犬鳴山、仁和ユ選手
八丁、黒沢山、〔奈〕山上岳、国見岳、入ノ: 波。本( 近
畿→神奈川県)0 C牧野図鑑512図、北村原色合弁415)
f. albiflora Murata シ口バナナツノタムラソウ
〔和〕瀞八丁(Type)
460. S. nipponica Miq. キパナアキギリ 咽ー←X 、
〔京〕下野久野、三岳山。当地方には稀。本、回、九。
〔牧野図鑑514図〕
461. S. omerocalyx Hayata タジマタムラソウがく
内は一面に細毛あるのみ、 Y ←官、 C兵〕八田村(Type)
関ノ宮、小代村、〈京〕成相山、金剛童子山、弥栄村。
特産。 C;:lt村原色合弁411)
462. S. plebeia R. Br. ミゾコウジュ 越年草、 y -
荘、〔京〕向島、紫野、仁和〕岩出、和歌山。本→台、東
亜、印、濠。〔牧野図鑑510図、北村原色合弁410)
463. S. Ranzaniana Makino ハルノタムランウ花
はほとんど白色、] ' f 一司、〔和〕北山村、瀞八丁、那
智、【三〕大杉谷、尾鷲、須賀利村、南輪内村、魚、飛。
本( 紀伊半島〕、四、九。〔牧野図鑑511図、北村原色合

458. S. japoni四 Thunb. アキノタムラソウ 花筒の i 弁412)
詮 27) 竹内敏氏が採集し花明山植物園に栽培した標本を見た。

(36ページより続く)
佐用郡佐用町青木 (280m)

1959イト14 1古1♀ Col. &  Poss. 1. 1  T. N  
本種の分布は県下に於ては前述ヒロオビミド 9 i/ジミ
のそれとほぼ一致し、従来川西市東谷、佐用郡久崎町か
ら知られていたものであるが、とれは両種が食草を同じ
くする為であろう。また従来の産地はいずれも標高はお
よそ 200m以下の所であり、南光町のは最北で最高所か
らの記録となる。これは本種が宍粟郡等西部県境地帯に i
広く分布することを示唆するものであろう。 I
以上この佐用町青木辺りの蝶相が、直線距離にして僅!

か20km と距たぬ久崎町のそれと類似していて不思議は
ないが、これらウスイロオナガV ジミ、ヒロオピミド p
i/V' ミ、ワラジロミドリνジミ等低山性 Zephyrus で代
表される m 久崎型蝶相" がはたしてどの辺りまで北に及
んでいるのか、又氷ノ山辺の山地性 Zephyrus で代表
されるものがどの辺まで南下しているのか、この問題の
解明は極めて興味深いものがあろう。いずれにしても宍
粟郡の県境附近の山地の開拓が興味を引くわけである。
また久崎に多産するウラナミジヤノメが今回全くみられ
なかったのはいささか意外の感がしてならない。
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